
特集 人への優しさと省エネルギーを追求した最新のエレベーター･エスカレーター

置スペースを小さくした

動く歩道
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新東京国際空港第2旅客ターミナルビルに設置した省スペース型の動く歩道 全体幅がし550mm,機械室高さが

650mmと省スペースを図った動く歩道は,現在旅客サービスで活躍中である｡

近年,人都市の人口過密化に対応して都市部と郊

外を結ぶ近郊鉄道,地下鉄および高架鉄道の拡允が

急速に進んでいる｡この結果,都市部の鉄道網はま

すます複雑となり,連絡通路を通勤やレジャーなど

で移動する場合には,相当の距離を歩かなければな

らず,特に都‾市部の連絡通路では,人の流れが交錯

し,混雑の解消が課題となっている｡また,郊外進

出の大型ビルや大型化した空港などでも駐車場とビ

ル間の歩行距離が長く,八の流れもスムーズにいか

なくなっており,人の移垂加寺間,混雑による疲労感

*

日東製作所水戸+二場
**

日立製作所昇降機事業部

の軽減が望まれている｡

これらの課題を解決するため,さまざまな輸送手

段の[いから,｢安全性･信頼性が高い+,｢連続･大量

輸送が吋能+,｢環境に優しく経済的+などの特長を

持つ動く歩道･オートラインの設置がラ拝められ,注

目を集めている｡

H二1ソニ製作所は,このニーズにこたえて装置全体の

帖と建築物への埋め込み探さを大幅に減らした省ス

ペース型の動く歩道を完成した｡
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m はじめに

動く歩道は連続的に大量の人を整列輸送でき,騒音,

振動,排気などがなく環境に優しい交通機関と言える｡

このため,ターミナル駅,空港,展ホ場,ショッピング

ビルなどに動く歩道を設置すれば,輸送能力や快適性の

面で都市交通共通の問題解決に成果をあげることがで

きる1)｡

日立製作所は,昭和35年にわが国で初めてゴムベルト

式の動く歩道の製品化を図る一方,昭和44年にはエスカ

レーターと同様な安全性の高い踏み面を持ち,総合的に

信頼性と保守対応性に優れたパレット式の動く歩道を完

成し,200台を超える製品を納入してきた｡ここでは,動

く歩道の需要動向,省スペース型動く歩道の構造概要,

輸送能力と関係法規,および将来の展望について述べ,

設置計画の一肋に供する｡

自 動く歩道の需要動向と最近のニーズ

動く歩道の来り口から降りUに至る有効長さ(パレッ

ト面長さ)の分布と用途の比率を図1に示す｡有効長さは

10mからわが国では最長の146mまで幅広く分布してい

るが,主流は20～50mであり,これが全体の90%と高率

を占めている｡また,空港や駅での平面的なアクセスに

用いられる水平型では,50m前後のものが約60%,ショ

ッピングビルでの階床移動に用いられる傾斜型では30

m未満のものが圧倒的に多いことがわかる｡一方,用途別

設置台数でみると空港とショッピングビルが多く,最近

では買物カートが利鞘できる商業用途の増加が顕著で

ある｡

こうした需要動向の中で,最近特に水平型に対しては,

04

03

02

(
訳
)
柵
当
意
和

注二⊂::::コ水平型

[::::=】傾斜型

10 20 30 40 50 60 70 80 90

有効長さ(m)

建築構造体への埋め込み探さの縮減による設置工事の省

力化や建築高さの有効利用が,傾斜型に対しては,機械

の全体幅の短縮による建築床面積の有効利用が望まれて

いる｡

これらのニーズにこたえるものとして,機械室の高さ

と幅を小さくし,スリムで省スペース効果を図った動く

歩道を製品化した｡

8 省スペースを図った動く歩道の概要

駆動系機器を収納している機械室の高さを小さくすれ

ば,その分だけ建築の床面から下層に埋め込むための設

置工事が省力化できるほか,上層階に設置した場合は,

下階の天井高さが大きくとれてスペースの有効活用を図

ることができる｡また,機械室の全体の幅を短縮すれば,

建築床面積の有効活用に効果があるため,高さと幅両方

のスリム化が動く歩道を導入する際の重要なポイントと

なっている｡

3.1機械室の高さを小さくした動く歩道

省スペース型の動く歩道は,駆動系機器の収納とパレ

ットの往復スペースとなる床下に埋め込まれる機械室高

さを650mmに縮減して,従来型よりも350mm/トさくし

てある(図2参照)｡従来型の機械室内には,回転の主軸

中央から左右側に一対のパレット駆動鎖串とハンドレー

ル駆動鎖串,それに単独のドライビング鎖車を配置して

いる〔図3(a)参月別｡これに対し省スペース型では,主軸

の一方の端部にドライビング鎖車を,他方の端部にハン

ドレール駆動鎖車を配置し,一つの鎖車で2本のハンド

レールを同時駆動する構造とした〔同図(b)参月別｡

一方,機械室高さの縮減については,駆動系すべての

装置,とりわけパレット駆動鎖車の直径を従来型の半分

その他

イベント

会場
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区= 動く歩道の有効

長さと用途別納入台数

の分乗頁 約200台の納

入例を分類すると,水平

型では40～50mクラスが,

傾斜型では30mクラス

が圧倒的に多い｡
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〝忘来型の機械室底面恥ス型芸荒のパレット駆動鮒
従蓋のパレット鵬車図2 動く歩道の全体寸法 省スペース型は従来型に比べて幅方向で130mm,高さ方向で350mmと小さくして

あり,スペース活用と土木工事の省力化に寄与できる｡
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図3 動く歩道の機械室内鎖車の配置 トラス構造体内の機

械室に各種鎖車を効率よく配置する一方,鎖車の小径化に伴う脈動

の発生を防ぐくふうをした｡

以下に小径化することが課題であった｡このため,コン

ピュータによる脈動のシミュレーション,実機モデルで

の検証を行いながら各鎖車の歯先の位置関係や歯底に設

ける緩衝体の新くふうなど駆動系全般の改善を図り,従

来型同様の安定した性能を確保した｡

この省スペース型は,パレットチェーンの容量などの

関係で有効長さ60mまでに適用できる｡

3.2 全体の幅を小さくした動く歩道

全体の横幅が1,680mmであった従来型に対し,130

mm短縮した省スペース型が,平成2年3月から東日本

旅客鉄道株式会社･京葉線東京駅の八重洲口連絡通路で

9台稼動中である2)｡この動く歩道(図2参月召)は,パレッ

トが反転する機械室付近だけ高さが1,000mmであり,

中間の長い行程では高さ500mmの超薄雪竺としている｡

幅が狭くて薄型であるため,有効長さが長くなるほど省

スペースと_‾l二木工事の省力化効果が大きくなる｡

この省スペース型の主な仕様を,有効幅1,200mmの

水平型を代表例として表1に示す｡このなかで,ステン

レス鋼製のパレットは従来のアルミ合金製クリートでみ

られた折損トラブルがなく,安全性の向上とランニング

コストの低減に効果的である3)｡

巴 設置計画時に考慮する輸送能力と関係法規

輸送能力は,乗客の乗り込み間隔が一定であれば,運

転速度に比例する｡乗り込み間隔をパレットの長さ0.4m
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表l 動く歩道の主な仕様 有効幅が800mmの800型,】′200

mmの1200型,l′600mmの1600型の3種須の動く歩道を提供でき

る｡ここでは1200型について示した｡オプションとしている各種照

明が安全な乗り降りに有効である｡

項 目 仕 様

寸 法

有 効 幅 l′200mm

全 体 幅 l′550mm

踏み面間隔 【′003mm

速 度 40m/min

材 質

パ レ ッ ト ステンレス鋼･セーフティ8mm

欄 干 ステンレス鋼･ヘアライン仕上げ

乗 降 床 ステンレス鋼･模様付き

安全性

パレット表面 ローレット･滑り+上め加工

コ ムラ イト フリッカ(点滅灯)*

注 意 灯 パレット間を緑色ランプで照明*

方 向 案 内 運転方向案内表示灯*

運 転 方 式 キースイッチ操作可逆式

注:* オプション仕様を示す｡

とおいた場合,輸送能力は次式によって求められる｡

Q=(601′/0.4)×叩

ここに,¢:輸送能ノJ(人/h)

V:速度(m/min)

卵:1パレット Lに乗り込む人数(人)

通常の速度40m/min,有効幅1,200mmの乗客∴人立

ちのものでは12,000人/hで,この連続･大束輸送能力が

杵長となっている｡ただし,混雑度や来l)込み歩速の関

係で10,000人/h程度とみるのが妥当である｡

匝=勺法規としては,｢踏み段を持っていないエスカレー

ター+すなわち幼く歩道の構造基準である建設省告示が,

昭和56年･第1110号4)として制定されている｡

構造や備えるべき安全装置は,エスカレーターと同様

と考えてよいが,パレットの定格速度についてこう配が

S度以‾卜のもので50m/min以ド,8度を超えるもので4()

lⅥ/1Tlin以下と高速化を許容していることが特筆される｡

日 動く歩道の将来の展望

最近,磁気浮▼卜や超電導を応RJした新交通システムが

注目されているが,大都市の駅や空港などの大量輸送機
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図4 ショッピングビル内に設置した動く歩道 買物カー

トを利用したまま,階床間を自由に往来できるのが特長である｡

関に付随する近距離輸送手段は未開揃の現状であり,特

に高齢化社会,高福祉指向のサービス設備として動く歩

道がますますクローズアップされると思われる｡また,

ショッピングビル内に定着している,買物カートの利別

を日的とした設置形態(図4参照)もいっそう普及してい

くと確信する｡さらに,歩行弱者のために便利で,近い

将来率いす利用者の輸送サービスにも活躍するものと考

えている｡

田 おわりに

ここでは機械室の■曽iさと幅を小さくした,省スペース

当りの動く歩道について述べた｡動く歩道が人間の行動に

便利で,空かなr仁i古平間を提供するサービス設備として

進展していくものと考える｡

今後も,よりいっそうユーザーのニーズに合った製品

の開発に努めていく考えである｡
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